
〈課題〉  

● 分館に集まりづらい 

● 事業の推進や継続 

 

課題解決に向けて 

● 乗り合わせて参加 

● 分館の清掃や敬老会を

通じて交流を図る 

● 健康チェックやカラオ

ケのサロン活動を継続 

● 長期的な計画を持って

地域活動に取り組む 

 

 

 

 

 

 

〇 ささえあいサロン 

（毎月） 

〇 講習会の実施 

（介護予防等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈課題〉  

● 何かあった時の確認方

法が徹底周知できてい

ない 

● 災害時の備えが十分で

ない 

 

課題解決に向けて 

● 安否確認の仕組みの確

認や見直し 

  （連絡員を作る等を検討） 

● 電気が止まった場合等

の備えを個人や地域で

しておく 

 

 

 

 

〇 支え合いネットワーク

会議の実施 

〇 危機管理・自主防災活

動（防火用水点検など） 

 

 

 

 

 

 

●影野地区データ                                   （令和元年９月末現在） 

地区の人口 23 人  世   帯   数     14 世帯 

１ ４ 歳 以 下  0 人  一人暮らしの高齢者世帯数（※）       4 世帯  

１ ５～６４歳 7 人  高 齢 者 のみ世 帯 数 (※）      3 世帯 

６ ５歳 以 上 16 人  高  齢  化  率（６５歳以上）     69．6  ％  

７ ５歳 以 上 12 人  後期高齢化率（７５歳以上）    52．2  ％ 

地域の資源（特徴） 

影野公民館、水（湧き水）、ジビエ、黒沢湿原祭り、八坂神社、小森神社、古森神社、猟神神社、

お大師さん、旧影野小学校・三繩中学校分校  など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈課題〉  

● 高齢者や隣近所の見守 

りが大変 

 

課題解決に向けて 

● ご近所の見守り活動の

継続 

● 見守る方法を検討する 

（例：毎朝黄色い旗を揚

げる等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 支え合いネットワーク

会議の実施 

 

① 「地域の絆づくり」 

の推進 

②「援助が必要な方に

対する支援」の推進 

助け合い支え合いの影野 

 

影野地区のまちづくりプラン 

③「安全で安心豊かな

まちづくり」の推進 

≪ 継続して取り組んでいく事業 ≫ 

（※）は、65歳以上で、社会福祉協議会の地域福祉台帳への登録数（登録は任意） 


